
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る

シ
ス
テ
ム
の
導
入

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
管
理
シ
ス
テ

ム
と
交
付
予
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。
こ
れ
に
よ

り
、
事
務
作
業
を
簡
素
化
し
、
作
業
時
間
を
短

縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、
市
民
が
事
前
に

カ
ー
ド
を
受
け
取
り
す
る
日
時
の
予
約
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
状
況
は
。

答
令
和
３
年
10
月
末
現
在
で
、
交
付
枚
数
２

万
80
枚
、
交
付
率
は
31
・
04
％
。

問
本
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

答
カ
ー
ド
を
交
付
す
る
際
の
市
民
の
待
ち
時

間
の
短
縮
や
窓
口
で
の
対
応
時
間
の
短
縮

が
図
ら
れ
る
。

コ
ロ
ナ
対
応
空
き
病
床
の
確
保

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
患
者
を
受
け
入
れ
て
い

る
市
内
医
療
機
関
に
対
し
て
、
千
葉
県
が
実
施

す
る
病
床
確
保
支
援
事
業
に
市
が
上
乗
せ
し
て

支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

患
者
の
受
け
入
れ
態
勢
の
継
続
を
支
援
す
る
。

問
昨
年
度
も
同
様
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る

が
、
昨
年
度
の
実
績
は
。

答
Ⅰ
Ｃ
Ｕ
内
の
病
床
の
空
床
数
は
６
２
６
床
、

そ
の
他
病
床
は
４
３
６
４
病
床
。

旭
二
中
特
別
教
室
棟
の
改
修

　
築
37
年
が
経
過
し
て
老
朽
化
し
た
第
二
中
学

校
特
別
教
室
棟
を
改
修
。

問
具
体
的
な
工
事
内
容
は
。

答
外
装
ひ
び
割
れ
及
び
タ
イ
ル
亀
裂
補
修
、

雨
ど
い
の
交
換
、
サ
ッ
シ
や
扉
の
補
修
、

天
井
、
壁
、
床
な
ど
内
装
材
の
更
新
、
照
明
器

具
交
換
な
ど
。

問
特
別
教
室
棟
に
は
ど
の
よ
う
な
教
室
が

入
っ
て
い
る
の
か
。

答
１
階
に
調
理
室
、
第
１
美
術
室
、
第
２
美

術
室
、
２
階
に
図
書
室
、
視
聴
覚
室
、
音

楽
室
、
３
階
に
音
楽
室
、
第
１
理
科
室
、
第
２

理
科
室
の
合
計
９
室
。

青
年
の
家
廃
止

　
青
年
の
家
の
機
能
を
改
修
後
の
第
二
市
民
会

館
に
移
転
す
る
こ
と
に
伴
い
、
令
和
４
年
度
に

青
年
の
家
を
廃
止
す
る
。

問
青
年
の
家
の
研
修
室
や
体
育
館
は
、
現
在

ど
の
よ
う
な
団
体
が
利
用
し
て
い
る
の
か
。

答
青
年
の
家
は
生
涯
学
習
施
設
と
体
育
館
、

陶
芸
施
設
と
別
々
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、

生
涯
学
習
施
設
は
大
正
琴
、
音
楽
バ
ン
ド
、
社

交
ダ
ン
ス
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
６
団
体
１
０
５

人
が
利
用
し
て
い
る
。
体
育
施
設
は
卓
球
、
合

気
道
、
空
手
、
剣
道
、
お
囃
子
な
ど
の
９
団
体

１
８
７
人
が
利
用
し
て
い
る
。
陶
芸
施
設
は
１

団
体
13
人
が
利
用
し
て
い
る
。

問
こ
れ
ら
団
体
の
次
の
活
動
場
所
は
決
ま
っ

て
い
る
の
か
。

答
他
の
体
育
施
設
や
学
校
開
放
、
ひ
か
た
市

民
セ
ン
タ
ー
や
改
修
後
の
第
二
市
民
会
館

な
ど
へ
の
移
転
を
お
願
い
し
て
い
る
。

廃止する築50年の青年の家

11月
定例会 議 案 審 議

会期　11月9日〜11月29日（21日間）

市長提出議案
●予算案件������������������１件
●条例案件���������������� 10件
●その他案件��������������６件

議案
第１号

令
和
３
年
度

旭
市
一
般
会
計
補
正
予
算

議案
第11号

旭
市
青
年
の
家
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
を

廃
止

　この定例会には、令和３年度一般会計補正予算、条例の制定・一部改正、人事案件、専決処分など
17議案が市長より提出され、いずれも原案のとおり可決・同意・承認されました。
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て
い
る
。

問
今
後
は
過
疎
対
策
事
業
債
を
使
っ
て
ど
の

よ
う
な
事
業
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

答
ハ
ー
ド
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
道
の
整
備

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
購
入
な
ど
、
計

画
に
記
載
し
た
事
業
で
、
過
疎
法
で
規
定
す
る

過
疎
債
の
対
象
施
設
に
該
当
す
る
事
業
の
実
施

を
予
定
し
て
い
る
。

　
ソ
フ
ト
事
業
に
つ
い
て
は
、
過
疎
法
に
規
定

す
る
「
地
域
の
持
続
的
発
展
に
資
す
る
事
業
」

を
、
総
合
戦
略
の
重
点
戦
略
に
資
す
る
事
業
の

中
か
ら
、
事
業
の
精
査
・
選
択
を
行
い
な
が
ら
、

毎
年
度
県
と
の
起
債
協
議
を
し
て
い
く
こ
と
を

考
え
て
い
る
。

 

就
学
前
児
童
一
人
に
つ
き
３
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
本

市
独
自
の
支
援
策
と
し
て
、
ゼ
ロ
歳
か
ら
小
学

校
就
学
前
ま
で
の
児
童
１
人
に
つ
き
３
万
円
の

就
学
前
児
童
応
援
臨
時
給
付
金
を
給
付
。

い
い
お
か
保
育
所
の
改
修

　
い
い
お
か
保
育
所
で
発
生
し
た
漏
水
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
園
舎
を
改
修
。

過
疎
地
域
対
策
の
計
画
を
策
定

　
干
潟
地
域
の
持
続
的
発
展
を
図
る
た
め
、
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
対
策
を
実
施
す
る
に
当
た

り
、「
過
疎
対
策
事
業
債
」
な
ど
の
国
か
ら
の

支
援
制
度
の
活
用
が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、

「
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る

特
別
措
置
法
」
や
「
千
葉
県
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
方
針
」
に
基
づ
く
新
た
な
計
画
を
策
定
。

計
画
期
間
は
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま

で
の
５
年
間
。

過
疎
対
策
事
業
債

　

事
業
費
全
額
に
充
当
で
き
、
元
利
償
還
の

70
％
が
交
付
税
措
置
さ
れ
る
大
変
有
利
な
「
過

疎
対
策
事
業
債
」
が
活
用
で
き
る
。
過
疎
対
策

事
業
債
の
ソ
フ
ト
事
業
分
は
、
市
町
村
の
財
政

力
等
に
応
じ
た
発
行
上
限
額
が
設
定
さ
れ
て
お

り
、
本
市
は
年
間
３
５
０
０
万
円
が
上
限
と

な
っ
て
い
る
。

問
本
年
度
は
過
疎
対
策
事
業
債
を
使
っ
て
ど

の
よ
う
な
事
業
を
行
う
の
か
。

答
定
住
促
進
奨
励
金
交
付
事
業
、
家
畜
防
疫

対
策
事
業
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
運
行

事
業
、
バ
ス
路
線
維
持
対
策
事
業
、
デ
マ
ン
ド

交
通
運
行
事
業
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
、

南
堀
之
内
バ
イ
パ
ス
整
備
事
業
、
農
業
基
盤
整

備
事
業
な
ど
に
起
債
を
起
こ
す
こ
と
を
予
定
し

干潟地域の持続的発展のために
　本市の干潟地域の人口は、昭和35年以降一貫して減少し続けており、
近年人口減少傾向が顕著になっています。令和３年４月には「過疎地
域の持続的発展の支援に関する特別措置法」の施行により、干潟地域
が過疎地域として指定されました。
　過疎地域に対する国からの様々な財政支援措置を受けるためには、
市による「過疎地域持続的発展計画」の策定が必要になります。

議案
第12号

旭
市
過
疎
地
域

持
続
的
発
展
計
画
の
策
定

議案
第17号

専
決
処
分
の
承
認

（
令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
）
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